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助成研究題名 
                       構造制御と有機薄膜太陽

 池へ 応用 

 

助成研究内容 ご紹介 
 低炭素社会構築 ために欠かすこと できないク ー エネ ギー源とし

て有機薄膜太陽 池が注目を集めている。しかし、既存 有機材料を用いた太

陽 池は発 効率が低く、実用的な使用 ベ に達していない。 

 有機薄膜太陽 池 発 層は、「正孔（プラス  気） 通り道となる 子

ド ー材料」及び「 子（マイ ス  気） 通り道となる 子 ク プター

材料」か 構成されている。太陽 池 発 効率 上 ためには、光照射によ

り発生した「正孔と 子」を 極まで効率的に輸送する経路を構築（交通整理）

することが重要であり、これを可能にする革新的な材料開発が不可欠である。 

 有機薄膜太陽 池 発 層は、 子ド ー材料と 子 ク プター材料を含

む溶液を基板にコーティ グすることで調製されている。こ ように簡便に製

膜される発 層は「バ クへテロ接合型」と呼ばれ、現在 有機薄膜太陽 池

 標準構造となっている(Science 1995, 270, 1789)。しかし、こ バ クへ

テロ接合型では、 子ド ー及び 子 ク プターはラ ダムに混じり合って

分布しているため、 荷移動経路が長くなり、発生した 荷を効率的に輸送す

ることが難しい。 

 理想的な発 層として、 子ド ー及び 子 ク プターがそれぞれ基板に

垂直方 に連通した垂直連通接合型が提唱されている。実際に、   ィ  

系 低分子有機半導体を用いてこ ような発 層が開発され、高い発 効率を

示す太陽 池が報告されている（J. Am. Chem. Soc. 2009, 131, 16048）。し

かし、高分子有機半導体を用いてこ ような  相分離構造を有する発 層を

構築した報告例はない。 

 一方、 ミド基を側鎖に導入した「               」は、

主鎖に沿って形成される分子内水素結合により、   軸方 に双極子モーメ

 トを有する。そ ため、上記  マーに  を印加することで、  方 に

  マー鎖が 列することが明 かになっている(Macromolecules 2008, 41, 

258)。 

 本研究では、              応答特 を利用して、有機薄膜

太陽 池  子ド ー及び 子 ク プター材料   構造制御に挑戦し、高

効率太陽 池 開発を目指す。 

 


